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まず第 1 章では、データを図示するなどの素朴な方法によって、上記 3 つの問題点の重要性を説明し、つづいて、
第 2 章以降の内容の概略を紹介している。

































第4 章では、第 3 の問題点を取り上げ、銀行の効率性に注目している。この章では、フロンティア費用関数を推定
して、 1989 年度から 1996 年度の日本の銀行業(都市銀行、地方銀行、第 2 地方銀行}の効率性を分析している。先
行研究と比べて、 TFA と DFA という比較的新しい推計方法を採用している点が、第4 章の特徴である。推定結果に
よると、日本の銀行業の非効率性の水準は 20%程度であり、更なる経営合理化の余地があることが明らかにされた。
この結果は、推計方法の選択に関・してロバストである。この水準は先行研究の非効率の推定値の中位程度に相当する。
さらに、 TFA と DFA の結果のどちらがより信頼できるかを検討している。たとえば、銀行の格付けデータと比較す
ると、 TFA による非効率性の推定値の方がより整合的であったと報告している。
第 5 章は、論文全体の結論を要約し、残された課題を説明している。たとえば、個別銀行の経営合理化が不良債権
の削減に役立たないという第 2 章の結論と、経営合理化の余地が大きいという第 4 章の結論をどのように整合的に解
釈できるかが議論されている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、第 2 章における不良債権の発生原因の分類法、第 3 章での国際統一基準(規制値 8 %)から圏内基準(規
制値4%) へ変更した銀行への着目、第4 章での TFA と DFA という新しい推計方法の採用といった点で、これまで
の文献に新しい貢献をなしているものと評価できる。各章にはさらなる拡張・発展が望まれる点が残されているが、
博士(経済学)を授与するに十分な業績であると判断する。
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